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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 機械系就職担当では，大学院の機械系 3 専攻（機械理工学専攻，マイクロエン

ジニアリング専攻，航空宇宙工学専攻）と，学部の物理工学科 2 コース（機械シ

ステム学コース，宇宙基礎工学コース）に所属する学生に求人を希望する企業に

対して「学校推薦」している．本稿では2016年度(2017年，4月入社予定)の内容状

況について説明する． 

 2016年度は，経団連の申し合わせが2015年度から再び変更になったため大きな

混乱があった：「2015年度：3 月 1 日以降広報活動開始，8 月 1 日以降採用選

考活動開始」→「2016年度：3 月 1 日以降広報活動開 始，6 月 1 日以降採用選

考活動開始」． 

 京大機械系は，従来からこの申し合わせを尊重し，推薦状発行を6月1日以降と

設定したが，おそらく前年度の改訂でデファクトスタンダード化したと考えられ

るジョブマッチングが多く行われと思われる（選考ではないので，”面談”と称

しているようである）．すでに，家電業界ではジョブマッチングはデファクト化

しているが，中堅の機械メーカにもその影響はでていると見ている． 

 全体の就職担当の業務としては以下の様に進行した． 

 2015年 

 12月18日 第1回説明会， 

   2015年度の報告・ 

   新就職担当の紹介 

 2016年 

 2月5日  第２回説明会 

 3月   企業説明の解禁 

 3月4日  先輩との交流会 

 4月26日 第３回説明会 



 

 

 5月10日～5月15日  

   推薦希望調整および 

   推薦先の決定 

 6月 面接解禁  

   推薦書郵送 

 8月 院試後 院試不合格の学部生の推薦 

 

２．就職の状況２．就職の状況２．就職の状況２．就職の状況    

 表1に一覧を示す．まず，学校推薦の比率については 過去， 2007 年度：

50%，2008 年度：56%，2009 年度：61%，2010 年度：58%，2011 年度：66%、2012 

年：57%，2013年度：61％とほぼ 50% ～ 60% を推移してきたが，2014 年度： 

77%，2015年度：77%と非常に高くなり，今年度も78%となった．表２は，過去９年

間分とあわて業種別に多かった分野をまとめた結果である．表からも，全体の中

で，自動車と重工関連が大きな比率を占める傾向が強まったことがわかる． 

３．経過３．経過３．経過３．経過    

 学校推薦と自由応募の両方を扱っている会社の求人は学生に混乱を招いていた

経験から，機械系学生の採用に関しては，企業側に学校推薦か自由応募のどちら

かを選択していただいた．これは従来通りである．学校推薦は 1 学生 1 社すな

わち「専願」で他社に行かないことを保証しており，全ての他の応募の活動も止

めることを前提としている． 

 推薦枠は事前に企業の担当の方と相談するが，特に一部の企業に集中をする傾

向が強く，調整についてはかなり悩みながら行った．就職担当しては，自発的に

分散してもらうのがベストであるが，やはり受けたい企業を受けさせてやりた

い． 

 学校推薦の時期は自由応募に比べて遅いため，採否の決定も遅くなる．この問

題は従来もあったが，これに加えて経団連の指針を守りマッチング面談を行わな

い企業とそうでない企業を受けた学生で差がでてしまった．推薦者すべてに内定

をいただければ問題はないが，面接（面談？）でうまくかない学生もいる．6月の

面接で内々定がもらえなかった学生が次を捜す段階で，求人枠がかなりうまって

いると感じた（特に関西，中部の企業）．このことから，マッチングのピークは5

月にあったのではと想像している．また，8月大学院入試不合格者についても，か

なり急ぎであったが，連絡をもらった学生がほぼ順調に内定を頂いた．結果的

に，多くの学校推薦を受け入れていただき，担当の方々には心より感謝したい． 

 



 

 



 

 



 

 

４．所感４．所感４．所感４．所感    

 以下は，数年前に担当したときからの変化についてまとめておきたい．あくま

で定性的な話である． 

（１）面接でうまくいかない学生が前に比べて増えたと感じた．前回のときは学

校推薦の比率が５０～６０％の時代だったので，推薦比率が高くなった影響かも

しれない． 

（２）面接でうまくいなかった理由を企業担当の方に必ず聞くが，だいたい次の

理由に集約される． 

a) その会社の志望動機が述べられない．その会社でどんなことをしたいか 

  話せない． 

b) 緊張していて話がうまくできなかった． 

c) 質問対して答えられていない． 

d) 元気がない（声が小さい）． 



 

 

e) 研究内容が（わかりやすく）説明できない． 

f) 機械で何を勉強したかが説明できない． 

つまり，ほとんどが準備とコミュニケーションにかかわっている．前の担当のとき

も，面接の失敗理由はほぼ同じだったと思うが，今回は特にそれが印象に残った．

答えにつまったり，緊張して話せないとストレス耐性がないと判定されがちであ

る．企業側に，そういった学生を受け入れる余裕がなくなっていると感じる．ま

た，学生側にも，準備不足・経験不足を補うだけの個性がなくなってきていること

もあると考えている． 

（３）企業の担当の方が，“自分に合うところを探す”というより，“合格した

い”という気持ちが強いのではないかとおっしゃっていて，腑に落ちる点があっ

た．前者であれば素地の自分を出せばよくて，後者になるといわゆるマニュアル的

な対応になる．マニュアル対応だと，そういう練習をつんだほうが有利である．個

性を出したほうが，（２）のような失敗も少なくなる． 

（４）どこが空いていますか？とか，どのように推薦枠を調整しますか？という質

問を学生から多く受けたように思う．自分で積極的にOB・OGに出会っておけば，話

はもっと簡単であるはずなのにと感じた．私が調べてあげますという印象を与えて

しまっていたかと反省もしている． 

（５）別の企業担当の方が，やりたいことよりも，条件（どこで働けるか等）を先

に話す人がいるとおっしゃっていた．こういった話もあまり前には聞かなかったの

で，学生の意識もかなり変わり，長期的には売り手市場なのだと感じた．  

 

５．最後に 

 最後に，各研究室を訪問いただいた OB・OG の方々には仕事に忙しい中，また，

研究・教育活動に支障のないようご配慮の上，学生の円滑な就職活動に尽力いただ

いたことに深く感謝申し上げる． 

 なお，機械系の就職担当は原則として特定企業の説明会のお世話や説明会を行う

ための会場提供は控えさせていただいているので，リクルーターの方々には CIII 

クラスタ玄関横のカフェテリアや B クラスタの食堂・レストランの利用を薦めさ

せていただいている． 

担当は，蓮尾教授に引き継ぎましたが，今年もよろしく御願い申し上げます． 

 

 



 

 

明治学園出張授業 

                           (S42)藤川 卓爾 

 

 京機会九州支部では昨年12月10日(土)に北九州市の明治学園中学高等学校へ出

張授業に行きました。明治学園は明治専門学校(現九州工業大学)付属小学校(明治

43年創立)を起源とする私立の中高一貫校です。 

 行事全 体 の報 告は「京機短信」

No.294に掲載されています。ここでは

出張授業の後半で実施した｢ものづく

り体験学習｣について報告します。 

 前半の「エネルギーのはなし」の講

演に関連して生徒達に「ミニ風車」づ

くりと「風力発電」を体験して貰いま

した。「ミニ風車」づくりは2年前の

長崎県立諫早高校でも実施しました。

諫早高校ではアルミニウム製の「ミニ

風車」を圧力釜の蒸気で駆動して「火力発電」のデモンストレーションを試みて

風車が壊れるという大失敗をしましたので、一昨年はアルミニウム製の風車の組

立を接着剤での固定からワイアで縛る方法に変更しました。それでも予め自宅で

試験した結果は配管の途中から漏れる蒸気が多すぎて圧力が立たずにノズル流速

が不足して「ミニ風車」が回らないというものでした。 

 そこで今回は蒸気漏れを防ぐことに注

力しました。ボイラには GODIVAのビス

ケットの缶を使いました。自宅での試験

ではアルミニウム製の「ミニ風車」は回

らず、より重量が軽い紙製の「ミニ風

車」が辛うじて回るというものでした。

缶 の 蓋と 本 体 の 間 に わ ず か な 隙間

(1/100㎜のオーダー)があったと仮定する

と、直径160㎜の缶では隙間面積が約5㎜2

になってしまいます。これはノズル面積

とコンパラブルです。そこで、缶の蓋と本体との間にゴムパッキンを噛ませて締

め付けることにより蒸気漏れを無くしました。 



 

 

 明治学園中学高等学校の中2から高1

までの24人の生徒達は1人1台ずつ「ミ

ニ風車」を製作した後、「発電装置」

に風車を組み込んでヘアードライヤー

の風で風車を回してLEDランプを点灯す

る体験をしました。 

 「ミニ風車」の構造で、今回は心棒

を従来の五寸釘から細いストローと細

い釘の組合せに変更しました。風車の

ロータを外した場合、木製台座の上に

五寸釘が立っているところに万一人が

乗ったら危険なので、そのような時に

はストローが座屈する「安全設計」に

しました。 

 

 発電装置に使用した超低電圧LEDラン

プは電流の流れる方向によって赤色と

青色に光るようになっていますが、多

くの生徒達が順方向(翼の全面あるい

は凹面側に風を当てる)だけではな

く、逆方向 (翼の凸面側に風を当て

る)にも風車を回転させていたのを後

から知って驚きました。 

そ の 後、ボイラと紙製の「ミニ風

車」による火力発電のデモンスト

レーションに成功しました。ただ

し、紙製の風車では蒸気に対する耐

久力がなく短時間の運転で壊れてし

まいました。帰宅後、アルミニウム

製の「ミニ風車」で長時間発電することに成功しました。最初に試みた諫早高校

からまる2年かかってようやく目標達成です。 

 

 一方、2人の生徒達が「コイルモータ」づくりに挑戦しました。2人とも色々と

試行錯誤を重ねた末にうまく回すことができました。 



 

 

（おわり） 

 今 回 は何

人 か の 京 機

会員に 予 め

「ミ ニ 風

車」づ く り

や、「コ イ

ル モ ー タ」

づく り を 体

験し て貰っ

た上で、生徒たちの指導員として働いて貰ったので

「ものづくり体験学習」が予定時間内に無事に完了

しました。 

 最後に受講した生徒達の感想文のうちの一つ(中3女子によるもの)を紹介しま

す。今回の出張授業が些かなりとも役に立ったのではないかと思います。 

 

 



 

 

動く歩道と可変速高速動く歩道動く歩道と可変速高速動く歩道動く歩道と可変速高速動く歩道動く歩道と可変速高速動く歩道     (その5) 

                      1959年卒  中谷 博 

 

カナダカナダカナダカナダ    トロントのピアソン国際空港の高速動く歩道トロントのピアソン国際空港の高速動く歩道トロントのピアソン国際空港の高速動く歩道トロントのピアソン国際空港の高速動く歩道    

 

 右の写真は乗り場付近で、右側

が高速の動く歩道で、左側は通常

の動く歩道である。ドイツの

ThyssenKrupp社製の動く歩道で、

2007年に設置された。長さ270m

で、高速の速度は7.2km/hr、通常速

度の3倍でということで、ターミナ

ル１とターミナル２の連絡通路に

２台設けられている。 

 ThyssenKrupp社製の動く歩道はリ

ニアモーターを使用してパレット

の出し入れを駆動しているとのこ

とである。 

 

 乗り込むときは、黄色いパレッ

トの上に乗り、徐々に速度が速く

なると黄色のパレットの間隔が広

がり、黄色いパレットの間に黒い

パレットがスライドして現れる仕組みになっていて、黄色いパレットの間隔が最

高速の時に一定の間隔になり、降り場近くになると、黄色のパレットの間隔が

徐々に縮まり、低速になると黒いパレットはスライドして黄色いパレットの下に

隠れる構造になっている。 

 この高速動く歩道は、手摺の部分もパレットと同じような構造のようで、中間

の高速区間以外では、黄色いパレットの上に乗っていないと黄色いパレットと黒

いパレットの相対運動のある時は挟み込まれる危険があるということらしい。 

 

 次の写真は中間の高速部である。前後の黄色いパレットの間に黒いパレットが

見える。前後の黄色いパレツトの間隔が大きいほど、速度が速いわけである。 



 

 

乗客は黄色いパレッ

トの上に乗っている

ように見える。トロ

ント ピアソン国際

空港ではフランス 

モンパルナス駅、連

絡通路のような事故

による停止はないよ

うで、特に乗客によ

る制限もないようで

ある。 

現在では、可変速高

速動く歩道で唯一実

用されている例と考えられる。 

                           （おわり） 

 



 

 

世界の秘境巡り  第5話 

チュニジア(Tunisia)   （その6） 

                         檜原勇多賀（Ｓ３７卒） 

 

 ここ『地中海クラブ』の中では、朝・昼・晩の三度の食事は時間帯がキチット

決まっていて、その時間帯を逃すと次の食事の時間まで食事にありつけない仕組

みになっている。  

  外に食べに行くにも、10

分の道を再び管理事務所ま

でテクテク引き返し、そこ

からタクシーを拾って近く

のホテルまで行かねばなら

な い。  結局皆あ き ら め

て、デッキチェアの上で昼

寝をしながら出来るだけ体

力を消耗しな い よ うに し

て、夕食の時間まで待つこ

とにした。  

  7時の夕食の時間の10分前から屋外レストランの入口に並んで待つ。 入口に

貼り紙があって、 『今夕のAttraction －お化け屋敷― 』 と書いてある。 定

刻の7時になると入口が開いて、レストランの横の建物の中にぞろぞろと入って行

く。 中はなるほどお化け屋敷である。 骸骨が出てきたり、足を食われてうめ

いている男がいたりと言う趣向で、客を愉しませようというサービス精神は買う

が、食事前だけに気持ちが悪い。  

  『お化け屋敷』を出ると、係員の女性がいて、食事の人数を聞いて、テキパキ

とテーブルの割り当てをしてゆく。 我々6人のテーブルに、2人の女性が同席し

た。 今夜のメニューはバーベキューで、炭火で焼かれている肉や魚を自由に

取ってきて食べられる。 飲み物も、ワインが飲み放題である。  

  初めは、同席の二人の女性も我々と同じ客だと思っていたが、彼女たちの話か

ら、二人はここの従業員であることがわかった。 地中海クラブでは、ツアーの

バカンス客をG.M(Gentle Member)、村内のスタッフをG.O(Gentle Organizer)とよ

んでいるが、このG.Oは遊びのエクスパートで、いわゆる従業員的な存在ではな

く、G.Mと対等の立場で同じテーブルで同じ食事をし、スポーツの指導を行う。 



 

 

いわばバカンスのパートナーといったところで、ここには約100人のG.Oがいる。 

国籍はフランス、イタリア、スイス、イギリス・・・とさまざまで、2～3ヶ月毎

に移動し、世界中のバカンス村を巡回する。  

  今夜のG.Oは、アルゼンチンとスイスの国籍の女性であった。 彼女たちは話

題も豊富で、スイス人のG.Oは、 「日本では今、株の動きは如何ですか？」 など

と、こちらがタジタジとなるような質問まで飛び出した。  

愉しい食事が終わると、次はショーの時間である。 大きなプールの脇に劇場が

あり、ここで毎晩ショーをやっている。 ショーの内容は、唄に踊りにおしゃべ

りに手品・曲芸と、いわゆるバラエティ・ショーである。  

  ショーを愉しんだ後

浜辺に出て、空を見上げ

たとたんびっくり仰天し

た。   

＜なんということだ！＞  

空に星がこんなに沢山有

ることを今まで知らな

かった。 『満天の星』

と言うのはこのことだろ

う。 普通、水平線近く

は、星の光りが大気層を

通過する間に弱められたり、地上の明かりに遮られたりして、星は殆ど見えない

のだが、ここは違っていた。 天中から水平線まで、空という空は一面明るく輝

く無数（この場合、『無数』と言う言葉がピッタリ当てはまる。）の星で埋め尽

くされているのだ。 空気が汚れていないのと、辺りに人家が無いのが、このよ

うな素晴らしい星空の条件に違いない。  

＜それにしても、なんという星の数だ！＞  

宇宙に、こんなに沢山の星が有るとは知らなかった。 中学生の修学旅行で見た

大阪科学博物館のプラネタリュウムの映し出した星の数より遥かに多い。 頭上

一杯にちりばめられた無数の星が、余りにも明るく鮮やかに輝いているので、そ

れらの星をじっと見つめているうちに、全ての星がいっぺんに、自分に向かって

襲い掛かってくるような恐怖感さえ覚えた。  

  翌日、テニスを愉しんだ後、ウインド・サーフィンの講習があるということ

で、早速挑戦することにした。 勿論、ウインド・サーフィンは初めてである。  



 

 

＜ナーニ、帆につかまって、板の

上に立っておればいいんだろう？

＞ と、軽い気持ちで始めたのであ

るが・・・・・。  

  まず、板の上に立つ。 これは

誰でも出来る。 つぎに、海面に

倒れている帆を起こす。 起こす

ためには、帆柱についている紐を

引っ張る。 ここからが大変なの

である。 三角形の大きな帆の中

に海水が満々と湛えられているの

で、これを引き上げるにはかなりの力が要る。 ＜ウーン、コラショッ！＞ と力

任せに引き上げると、途中で帆の中の海水がザーッとこぼれ落ちて一度に軽くな

り、その反動で＜アッ＞と言う間に後ろ向きに海中に転落する。  

  同じことを何回か繰り返すうち、帆の中の海水がこぼれ落ちるのとタイミング

を合わせて力を抜く要領が、やっとわかってきた。 次の動作は、帆の下辺にあ

る弓なりに曲がった横棒を掴んで立つことである。 これがまた、意外に難し

い。 風さえなければどうてことないのだろうが、その日は生憎かなりの風が吹

いていたので、サーファーにとっては惠の風かも知れないが、初心者にとっては

無情の風である。 やっと立ったと思ったら、風に煽られてバランスを崩し、海

の中に逆戻りである。  

                                                             （つづく） 

 



 

 

朝永正三先生にとっての工部大学校と東京大学の合併と，その後 

                      藤尾博重 (精密工学教室元教官) 

（（（（6）朝永先生，帝国大学工科大学の卒業へ）朝永先生，帝国大学工科大学の卒業へ）朝永先生，帝国大学工科大学の卒業へ）朝永先生，帝国大学工科大学の卒業へ    

話が大幅に横道に逸れたが，本題に戻そう． 

   朝永先生が公式に帝国大学への編入した当時，「創設当初の帝国大学は『事務

所、図書館、法科大学、医科大学、文科大学、理科大学及医科大学付属医院ヲ本郷

元富士町旧東京大学後ニ、工科大学ヲ当分ノ間虎ノ門旧工部大学校跡』（帝国大学

第一年報）にそれぞれ二つの敷地に設定されていた。」（東京大学百年史 通史一 

P.801）との記述のように，工科大学を除く各学部は本郷の地に置かれながら，工

科大学のみは工部大学校の敷地に置かれた．なぜ，工科大学を除く各大学が本郷に

移設させれながら，工科大学は工部大学校の地に置かれたのか，東京大学と工部大

学校との合併に際して，工部大学校の学生の間に不穏な空気が漂っていたことは既

に説明した．そのために，両学校の合併をスムースに進めるために，文部省側の措

置として，工部大学校の地に工科大学を置くことにより，工部大学校側の学生の動

きを鎮静化しょうとする意味もあったろう． 

   しかし，この理由とためだけとは言い切れず，そのことについて，東大百年史 

通史一  P.939 では次のような事情を示している． 「本郷に工科大学の新築がな

る明治二十一年七月までの二年間は、虎の門の旧工部大学校のキャンパスが新工科

大学に引き継がれて利用された。この虎の門の諸施設は、（筆者 中略） 教育的配

慮に満ちた、工部大学校関係者が誇ってやまなかったものである。結局はここを引

払うことにはなるものの，東京大学への併合に対する反対理由の中には、この施設

を離れて工学教育の実が上がるはずがないという趣旨も含まれていたのであ

る、・・・ 森文相への上申書・・・にも、『仰モ工部大学校ノ校舎ノ儀ハ、実用

工業者ヲ御教育ノ為メ御建設ニ相成リ、其構造ト位置ノ宜キヲ得ルトハ、当時内外

人ノ称シテ東洋第一ト迄ニ評シ候程ニ御座候得ハ、教場製図場試験室博物館等尽ク

其レニ適スルノ構造ヲ用イ候事ニ御座候得ハ、工業ヲ修ムルニハ至極便利ニ御座

候』（旧工部大学校史料附録）と述べられていた。」と．  

   朝永先生が帝国大学に編入後の明治19年8月には，すでに，工科大学校舎を本

郷校内に移設することが決定されており，明治21年7月12日に校舎が竣工した．工

科大学が本郷の地に移設されたのは朝永先生が卒業した直後のことであった．朝永

先生の卒業証書の日付は明治21年7月10日であり，朝永先生は卒業するまでの間，

旧工部大学校の跡地で勉学に励んだことになる．朝永先生にとって，帝国大学 第1

学年は短い期間であり，また，受講科目も工部大学校とはややかけ離れた感があっ



 

 

たかもしれない．しかし，勉学の場所は依然と全く同じ場所であったために編入ま

での4年間の経験の上に立った学業生活であったろう．そのような経緯であったた

めに，実験・実習科目は工部大学校時の設備をそのまま利用したと考えて差し支え

なかろう． 

   朝永先生が工部大学校に在籍して実地科に所属していれば，大学外での課題に

取り組むはずであったが，帝国大学への編入により第1学年は授業・実験に追わ

れ，第1学年は実質的に4ｹ月余で終了した．明治19年9月には帝国大学第2学年に進

級して，表16のもとづいた講義科目を受講していったであろう．第3学年では授業

科目は皆無であり，実質的に卒業論文だけに励んだことであったろう．   

     

   さて，最後に，（現）東京大学に収められている朝永先生の卒業論文の写しが

筆者の手元にある．版はA4に近いもののそれよりやや小さめで，英文で記されて

いる．その構成は，おもて表表紙，中表紙，一辺が65mmの方形「帝国大學圖書之

印」，Preface（2頁分），Contents，論文本文（50頁分）となっている。 

   その写しの一部を，縮小して以下に示す．筆者はその現物を見たわけではない



 

 

が，おもて表紙は全体が黒い色の覆われ，恐らく、会計帳簿に使われているよう

な厚紙製であろう（参照 資料1）．その中ほどに、所属  年，論文のタイトル，

及 び，氏 名が 記載さ れ て い る．そ の 表紙に 記載 され た 内 容 は，上か ら

「Engineering College  Graduation，1888」とあり，所属，卒業年次を， 中段は

「Kinematics of Radial Valve Gears」とあって論文タイトルであることに間違いは

あるまい．最下段には氏名が「Tomonaga Seizo」と記されている．朝永先生の名

は「せいぞう」であることを，ここで筆者が初めて知った次第で，恥ずかしなが

らそれまでは「しょうぞう」と勘違いをしていた．また，左上の切手大には，順

に，上より「工科」，「工學実驗室」．さらに，その下には、左より「號」，そ

の右上には，「第  種」，その下には「4 7」の数字が読み取れる． 

 

   その論文の第2枚目も掲載しておく（参照 資料2）．これはいわば中表紙と推

測され，ここから以降（3枚目の「帝国大學圖書之印」は除く）が、朝永先生の提

出した論文であることに間違いはなかろう．ところが，この2枚目の中表紙に記さ

れた文字の字体は，おもて表表紙の字体とは異なるように筆者は感じる．また，

中表紙では氏名が名・氏の順となっており，おもて表表紙の氏・名の順とは異



 

 

なっている．朝永先生が，おもて表紙のように氏・名の順序のような記し方をする

のか疑問を感じる．おそらく、2枚目の中表紙は朝永先生の直筆であることに間違

いはあるまい．おもて表表紙の左上の切手大に書かれた内容から， おもて表表紙

は朝永先生の記したものではなかろう．これらの卒業論文は保存すべきものとし

て，図書事務局側で後に付けたものと推察できる． 

   最期に，論文本体の1頁（参照 資料3），2頁（参照 資料4）も掲載しておこ

う．論文本体は50頁にもおよび丁寧な字体で清書されていて，努力の程が偲ばれ

る．  

 

あとがきあとがきあとがきあとがき    

   前に稿を提出したのは2010年であったように記憶する．それから相当な年月を

かけてしまった．この遅れた原因は，朝永先生が，帝国大学に編入して第1学年の

授業・実験科目を実際に受講したであろうかとの疑問が先だったためである．今の

時代であれば，学生が先生に直接かけあって何とかしてほしいと懇願するのであろ

うが，どうやらこのような考えは，筆者の下司の勘繰りと云うものであろう．卒業

證書にあれほどしっかりと授業科目と，その担当者名が記載されておれば当然受講

したと考えるのが自然なことであろう．東京大学工芸学部に工部大学校が吸収され

たことは，学年初め・学年末が異なる機関が合併して一緒になったために，整合性

をどのようにはかるかついては，かなり無理をせざるを得なかったであろう．その

ために稿をおこすにあたって相当な資料を読み込む必要があった．推測は推測とし

ても，それを裏付けるものがなければ，単なる思い付きと指弾されないからであ

る．その辺りについては，資料である程度裏付けられたと筆者は感じていおり，一

安心といったところでこの稿を終える． 
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